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Ⅰ 普通会計バランスシート 

 県が経営資源として保有している資産の状況と、その資産を形成するために用いた財

源の内容を示したものです。 （→詳細は資料11ページ） 

 

【普通会計バランスシート】 

（平成18年3月31日現在）        （単位：億円） 

借 方 貸 方 

〔資産の部〕 〔負債の部〕 

１ 有形固定資産        41,170 
（県が整備した道路、公園、学校など） 

１ 固定負債            27,389 
（地方債など） 

２ 投資等               3,398 
（出資金、貸付金、基金など） 

２ 流動負債             1,271 
（地方債のうち翌年度償還予定額など） 

３ 流動資産               437 
（現金・預金など）   負債合計            28,660 

 〔正味資産の部〕 

 １ 国庫支出金           9,928 

 ２ 一般財源等           6,417 

   正味資産合計        16,345 

  資産合計            45,005  負債・正味資産合計   45,005 

 

（資産、負債・正味資産の構成割合） 
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・資産総額は4兆5,005億円で、その92％を有形固定資産が占めています。 

・資産形成に要した資金のうち、地方債のように将来世代に負担を求める負債は2兆8,660

億円で64％を占め、国庫支出金や一般財源などで形成している正味資産は1兆6,345億円

で36％を占めています。 

・前年度末のバランスシートと比較すると、 

①資産については、投資的経費の抑制が続く一方、有形固定資産の減価償却が進ん

だため、昨年度に引続き減少し、1.1％の減となりました。 

②負債については、国の地方財政対策による臨時財政対策債や減税補てん債の発行、

職員の経験年数が上がったことによる退職給与引当金の増額により、1.2%の増と

なりました。 

③正味資産については、（資産－負債）で計算されるものであり、資産が減少に転

じる一方、負債が増となったことにより、4.9％の減となりました。 

 

 【県民１人当りバランスシート】 
 

資産 負債 年度 

千葉県 全国平均 千葉県 全国平均 

16年度 75万7千円 177万2千円 47万1千円 84万2千円 

17年度 74万6千円 － 47万5千円 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人口の多い道府県ほど資産・負債とも低い値となる傾向があります。 

・千葉県は資産、負債ともに全国平均に比べ低い値にありますが、特に負債について

は全国で最も低い水準にあります。 

全国平均は、総務省方

式を採用してバラン

スシートを作成・公表

している団体の単純

平均です。 
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Ⅱ 普通会計行政コスト計算書 

 現金主義による決算に加えて、減価償却費や退職給与引当金繰入など、発生主義に基

づく非現金コストを含めた地方公共団体の年間活動実態を明らかにするものです。 

 （→詳細は資料14ページ） 

 

 (1) 性質別行政コスト及び収入項目の状況 

 （平成17年4月1日から平成18年3月31日まで） （単位：億円、％） 

［行政コスト］ 

区分 金額 構成比 

１ 人にかかるコスト 

（人件費など） 

6,253 49.0 

２ 物にかかるコスト 

（維持補修費、減価償却費など） 

2,283 18.0 

３ 移転支出的なコスト 

（補助金など） 

3,722 29.2 

４ その他にかかるコスト 

（公債費のうち利子分など） 

490 3.8 

合計 12,748 100.0 

［収入項目］ 

使用料・手数料等 737 5.8 

国庫支出金 1,525 12.0 

一般財源等 9,286 72.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

その他に
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コスト
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物にかかる
コスト
18.0%
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コスト
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＜行政コストの構成比（性質別）＞ 
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・「人にかかるコスト」が 49％と大きな割合を占めています。 

・「物にかかるコスト」「移転支出的なコスト」については、三位一体改革による国保県財

政調整交付金の増（153 億円の増）など、国の制度改正等による増額要素もありますが、

内部管理経費の節減などの行財政改革の取り組みにより、全体としては抑制傾向となっ

ています。 

・この結果、行政コスト全体では 1兆 2,748 億円となっています。 

 

 

 【県民１人当り行政コスト】 

性質別 16年度 17年度 全国平均 

（16年度） 

人にかかるコスト 9万5千円 （46.7%） 10万3千円 （49.1%） 13万4千円（38.5％）

物にかかるコスト 3万8千円 （18.7%） 3万8千円 （17.9%） 9万7千円（27.9％）

移転支出的なコスト 6万円 （29.5%） 6万2千円 （29.2%） 9万8千円（28.2％）

その他のコスト 1万円 （5.1%） 8千円 （3.8%） 1万9千円 （5.4％）

行政コスト合計 20万3千円 （100%） 21万1千円 （100%） 34万8千円 （100％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人口の多い道府県ほど低い値となる傾向があります。 

・千葉県は全国平均に比べ低い水準にあります。 
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 (2) 目的別行政コストの状況 （平成17年4月1日から平成18年3月31日まで） 

（単位：億円、％） 

区分 金額 構成比 

議会費 30 0.2 

総務費 652 5.1 

民生費 1,288 10.1 

衛生費 579 4.6 

労働費 36 0.3 

農林水産費 727 5.7 

商工費 203 1.6 

土木費 1,603 12.6 

警察費 1,426 11.2 

教育費 4,835 37.9 

災害復旧費 49 0.4 

公債費 400 3.1 

税交付金 866 6.8 

不納欠損金 54 0.4 

合計 12,748 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目的別では、教育費が4,835億円と37.9％を占めており、これに土木費、警察費、民生

費が続いています。 
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－6－ 

Ⅲ 千葉県全体のバランスシート 

 普通会計バランスシートに県立病院、水道局や企業庁といった公営企業会計等を加え、

県全体の資産、負債等の状況を示したものです。 

 千葉県の場合、普通会計に以下の７つの特別会計を加えています。 

 （→詳細は資料17ページ） 

港湾整備事業会計、流域下水道事業会計、公営競技事業会計、県立病院（病院事業会計）、水

道局（上水道事業会計）、企業庁（土地造成整備事業会計・工業用水道事業会計） 

 

【千葉県全体のバランスシート】 

（平成18年3月31日現在）       (単位：億円） 

借 方 貸 方 

〔資産の部〕 〔負債の部〕 

１ 有形固定資産     63,090 １ 固定負債             33,883 

２ 投資等                 4,284 ２ 流動負債              7,532 

３ 流動資産               2,187 負債合計                 41,415 

４ 繰延勘定                   9 〔正味資産の部〕 

 正味資産合計             28,155 

資産合計                  69,570 負債・正味資産合計       69,570 

  ※ 会計間の入り繰りを調整した後の数値です。 

 
 

・県全体の資産総額は6兆9,570億円で、そのほとんどが土地や建物といった有形固定資

産です。 

・県全体の地方債等の固定負債は3兆3,883億円で、資産形成に要した経費の48.7％を占

め、また、流動負債を合わせた負債全体では59.5％を占めています。 
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Ⅳ 連結バランスシート 

 昨年度に引続き、県と連携協力して行政サービスを実施している一部事務組合・地方

三公社及び第三セクターを加えた連結バランスシート（試案）を作成しました。 

 （→詳細は資料19ページ） 

 

【千葉県の連結バランスシート】 

（平成18年3月31日現在）       (単位：億円） 

借 方 貸 方 

〔資産の部〕 〔負債の部〕 

１ 有形固定資産         64,163 １ 固定負債              35,456 

２ 投資等                5,188 ２ 流動負債               7,710 

３ 流動資産               3,245 負債合計                  43,166 

４ 繰延勘定         28 〔資産・負債差額の部〕 

 資産・負債差額合計        29,458 

資産合計                 72,624 負債及び資産・負債差額合計 72,624 

 

(1) 作成の基準 

 総務省の「地方公共団体のバランスシートの試行について」（平成17年9月）で示さ

れた基準に基づいて作成しました。 

 

(2) 連結の範囲 

 連結の範囲は本県を構成団体とする一部事務組合、本県が設立した地方三公社、及

び本県が資本金、基本金その他これらに準ずるものの２分の１以上を出資している民

法法人（これに準ずるものを含む）とし、具体的には以下の２７団体としています。 
 

名称 
資本金等
（百万円）

出資割合
（％） 

業務の内容 

【一部事務組合】  

千葉県競馬組合 － － 競馬競技（船橋競馬場） 

北千葉広域水道企業団 － － 水道用水供給事業 

君津広域水道企業団 － － 水道用水供給事業 

【地方三公社】  

千葉県土地開発公社 10 100.0 公有地の取得造成、処分等 

千葉県道路公社 17,702 87.9 有料道路の建設、管理等 

千葉県住宅供給公社 10 100.0 住宅供給、宅地分譲 
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名称 
資本金等
（百万円）

出資割合
（％） 

業務の内容 

【出資法人】  

(財)千葉県史料研究財団 300 100.0 史資料の調査研究及びその成果の公表 

(財)千葉県消防協会 109 55.0 消防職員・団員の資質向上等 

(財)千葉県文化振興財団 574 52.3 文化会館管理運営、各種文化事業等 

(財)ちば国際コンベンションビューロー 2,135 60.9 コンベンション誘致・開催支援等 

(財)かずさディー・エヌ・エー研究所 4,818 77.8 ＤＮＡ構造の解析研究等 

(社福)千葉県社会福祉事業団 10 100.0 袖ヶ浦福祉センター等の管理運営 

(社福)千葉県身体障害者福祉事業団 10 100.0 千葉リハビリセンター等の管理運営 

(財)千葉県福祉ふれあい財団 151 55.2 こどもの国、生涯大学校等の管理運営 

(財)千葉県青少年女性協会 1 100.0 県民会議事業、女性センター運営事業 

(財)千葉県動物保護管理協会 280 50.0 動物保護管理施設業務の受託 

(財)千葉県産業振興センター 964 54.0 産業振興に係る総合的支援等 

(財)千葉県観光公社 1 100.0 観光レクリエーション施設の管理運営等 

(財)千葉県漁業振興基金 15,894 51.4 漁場環境の維持保全、漁業振興等 

(財)千葉県水産振興公社 200 100.0 水産動植物の生産・育成・放流等 

(財)千葉県建設技術センター 316 63.2 土木工事設計積算、建設材料試験等 

(財)千葉県まちづくり公社 23 100.0 都市計画、県営住宅・公園等管理等 

(財)千葉県下水道公社 367 54.5 下水道施設管理・建設等 

(財)千葉県教育振興財団 3 100.0 埋蔵文化財の調査研究 

(財)千葉県社会教育施設管理財団 10 100.0 社会教育施設・文化施設の管理運営 

(財)千葉県スポーツ振興財団 1,166 51.4 スポーツ施設の管理運営等 

(財)千葉県暴力団追放県民会議 627 63.8 暴力団追放研修事業等 

注１）（財）は財団法人を、（社福）は社会福祉法人を表しています。 

 ２）一部事務組合については、経費負担割合（競馬組合13分の8、北千葉広域水道企業団42.7％、君津広域水

道企業団29.2％）で比例連結を行っています。 

 

(3) 資産、負債の状況 

・連結後の資産総額は7兆2,624億円、負債総額は4兆3,166億円で、資産が負債を2兆

9,458億円上回っています。 

・資産の大半は県全体のバランスシートと同様に有形固定資産（6兆4,163億円）とな

っています。 

・負債のほとんどは県の地方債残高となっています。 
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Ⅴ 施設別バランスシート・行政コスト計算書 

  県が設置した公の施設について、収入・支出の状況を県民にわかりやすく説明する

とともに、施設の経営状況の把握を行うため、平成17年度は県立文化会館をモデルに施

設別のバランスシート・行政コスト計算書を作成しました。 （→詳細は資料25ページ） 

 

【県立文化会館のバランスシート】 

             （平成18年3月31日現在）        (単位：百万円） 

借 方 貸 方 

〔資産の部〕 〔負債の部〕 

 有形固定資産           12,032  固定負債               4,178 

  流動負債                 532 

 〔正味資産の部〕 

  資産－負債         7,322 

資産合計                  12,032 負債・正味資産合計       12,032 

     資産‥有形固定資産：土地、建物等の保有資産額 

     負債‥固定負債：地方債の借入残額、退職給与引当金など 

       ‥流動負債：地方債の翌年度償還予定額（元金）など 

 

【県立文化会館の行政コスト計算書】（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで） 

 

区分 金額 構成比(%)

１ 人にかかるコスト 778,630千円 43.6

２ 物にかかるコスト 857,397千円 48.1

３ その他にかかるコスト 148,644千円 8.3

 行政コスト         ａ 1,784,671千円 100.0

 減価償却費・公債費を除く行政コスト ｂ 1,294,666千円 72.5

利用料収入 157,063千円 8.8

 

一般財源 1,627,608千円 91.2

 

利用者数            ① 712,644人

利用者１人当たりにかかるコスト （ａ/①） 2,504円

 うち施設維持管理費      （ｂ/①) 1,817円

財源 
 

内訳 
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（参考）県立文化会館の概要 

［設置目的］ 

 県民の福祉の向上と文化の発展に資するため、文化活動や集会のための施設の提供並びに県民

の文化芸術の振興を図るための各種の事業を行う。 

 

［所在地等］ 

名  称 所 在 地 開館年月日 

千葉県文化会館 千葉市中央区市場町11番2号 昭和42年4月1日 

千葉県東総文化会館 旭市ハの666番地 平成3年6月1日  

青葉の森公園芸術文化ホール 千葉市中央区青葉町977番1号 平成4年6月15日 

千葉県南総文化ホール 館山市北条740番1号 平成9年6月1日 

 

［管理運営委託先］ 

財団法人千葉県文化振興財団 

※平成18年度からは指定管理者制に移行 

・昨年度までに試算した施設（関宿城博物館、国際総合水泳場、生涯大学校）のうち、

利用者数の多い関宿城博物館、国際総合水泳場と比較すると、人にかかるコストの割

合がこれら２施設に比べて高くなっている一方で、利用者１人当たりにかかるコスト

（2,504円）はほぼ同額（関宿城博物館2,123円、国際総合水泳場2,890円）となって

いることがわかります。 

・利用者１人当たりにかかる行政コストのうち利用料収入で賄っているのは8.8％で、

残りの91.2％を一般財源で賄っています。 


